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は
じ
め
に

　

草
双
紙
は
画
が
主
で
、
文
が
従
の
か
た
ち
を
と
る
文
藝
で
あ
る
。
江
戸
中

期
の
青
本
の
時
代
ま
で
は
、
画
工
と
作
者
が
分
業
で
は
な
く
、
画
工
が
文
章

を
も
担
当
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
次
第
に
画
工
と
作
者
が
分
業
と
な
る

わ
け
で
あ
る
が
、
作
者
は
筆
耕
を
兼
ね
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
黄

表
紙
の
時
代
に
入
っ
て
も
、
恋
川
春
町
や
十
返
舎
一
九
な
ど
、
戯
作
者
が
筆

耕
を
つ
と
め
て
い
る
例
が
確
認
で
き
る
。

　

山
東
京
伝
も
、
考
証
随
筆
や
読
本
な
ど
で
筆
耕
を
つ
と
め
て
い
る
例
が
あ

り
、
黄
表
紙
の
筆
耕
を
も
行
っ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

合
巻
の
時
代
に
は
、
巻
末
に
筆
耕
の
名
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
作

者
と
筆
耕
の
分
業
体
制
が
本
格
的
に
な
る１
も
の
の
、
こ
の
時
代
で
も
、
筆
耕

出
身
の
戯
作
者
は
数
多
い
。

　

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
資
料
を
紹
介
し
つ

つ
、
戯
作
者
の
筆
耕
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一　

丈
阿
の
両
面
摺
年
代
記

　

江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
年
代
記
は
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
一
年
ご
と

に
、
歴
史
上
の
重
要
事
項
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
ま

た
『
大
雑
書
』
類
の
記
述
を
含
む
も
の
も
あ
っ
た
。
江
戸
の
人
々
の
知
識
の

源
泉
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　

携
帯
に
便
利
な
よ
う
に
、
江
戸
中
期
ご
ろ
か
ら
は
、
一
枚
摺
の
も
の
も
登

場
す
る
。
片
面
の
み
の
も
の
と
両
面
摺
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
両
面
摺
の
も

の
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
刊
の
山
東
京
山
作
合

巻
『
両
面
摺
娘
年
代
記
』
は
、
見
返
し
に
年
代
記
の
袋
の
意
匠
が
描
か
れ
、

題
名
と
と
も
に
両
面
摺
年
代
記
の
流
行
を
物
語
る
。

　

両
面
摺
年
代
記
に
つ
い
て
は
、
長
友
千
代
治
編
『
重
宝
記
資
料
集
成
』
第

十
九
巻
（
二
〇
〇
八
年
三
月
、
臨
川
書
店
）
に
、
主
な
も
の
が
影
印
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
同
書
の
解
説
「「
年
代
重
宝
記
」
一
枚
摺
に
つ
い
て
」
に
は
年
表

も
掲
載
さ
れ
て
い
る２
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
「
年

号
重
宝
記
」（
裏
面
「
万宝
永
代
新
雑
書
」）
が
、
現
在
確
認
さ
れ
る
も
っ
と
も
古

　

戯
作
者
の
筆
耕

二　

又　
　
　

淳
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い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
が
始
ま
り
か
と
さ
れ
る
。

　

山
崎
美
成
著
『
海
録
』
巻
一
・
八
一
に
は
、「
両
面
年
代
記
と
い
ふ
一
枚

摺
の
も
の
は
、
横
山
町
三
丁
目
燕
屋
弥
七
と
い
へ
る
書
物
屋
の
初
め
て
作
り

し
也
。
今
は
殊
に
行
は
る３
」
と
あ
り
、
長
友
氏
の
年
表
に
よ
っ
て
も
、
初
期

の
も
の
は
燕
屋
弥
七
版
の
も
の
が
多
い
の
で
、
首
肯
で
き
る
記
述
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
青
本
期
の
戯
作
者
丈
阿
の
署
名
の
あ
る
両
面

摺
年
代
記
（
縦
二
七
・
六
糎
・
横
三
六
・
三
糎
）
で
あ
る
（
図
版
１
・
２
）。

　

表
は
、
右
上
に
「
万珍
永ゑ
い

代た
い

大お
ほ

雑ざ
つ

書し
よ

／
鯰
之
図
入
」
と
あ
り
、
曲
尺
の
絵
、 

「
古
今
年
号
用
字
」「
地ち
の

底そ
こ

鯰な
ま
づ

之の

図づ

」「
八
将
神
く
り
や
う
の
事
」「
男
女
あ

い
し
や
う
の
事
」
な
ど
の
『
大
雑
書
』
の
記
述
が
の
る
。
左
下
の
匡
郭
外
に

「
七
六
翁　

丈
阿
書
之
［
竹
菴
］」
と
あ
る
。

　

裏
は
、
右
上
に
「
年号

重ち
や
う

宝ほ
う

記き

」
と
あ
り
、
上
段
に
「
太
平
武
将
略
年
代

宝
暦
十
二
年
迄
」、
中
段
に
「
く
ぎ
や
う
名
僧
年
数
宝
暦
十
二
年
ま
で
」、
下

段
は
天
正
四
年
か
ら
宝
暦
十
一
年
ま
で
の
記
載
が
あ
る
年
表
で
あ
る
。
右
下

の
匡
郭
外
に
「
藤
屋
伝
兵
衛
賈
版
」、
左
下
の
匡
郭
外
に
「
板
元
江
戸
通
油

町　

丸
屋
甚
八
」
と
あ
る
。

　

年
代
記
部
分
の
記
述
は
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
「
御
朱
印
御
改　

六
月
十
二
日
い
へ
重
公
御
た
か
い　

惇
信
い
ん
て
ん
と
号　

八
月
万
寿
姫
君

様
御
た
ん
生
」
ま
で
で
あ
る
の
で
、
宝
暦
十
一
年
に
執
筆
し
、
翌
年
新
春
に

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
板
元
丸
屋
甚
八
は
、
藤
屋
伝
兵
衛
か
ら
板
株

を
購
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る４
。

　

丈
阿
の
生
没
年
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
七
二
）

の
晩
年
の
草
双
紙
に
年
齢
を
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
ば
ら
つ
き
が
あ

り
判
断
に
迷
う
原
因
と
な
っ
て
い
る
。『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
二
巻

（
一
九
八
四
年
一
月
、
岩
波
書
店
）
の
「
観
水
堂
丈
阿
」
の
項
（
小
池
正
胤
執
筆
）

に
は
、「
大
体
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
─
一
六
八
八
）
生
れ
で
八
十
歳
以
上
で

没
し
た
か
」
と
あ
る
。
田
中
伸
「
黒
本
作
者
丈
阿
の
周
辺
」（『
二
松
学
舎
創

立
百
十
周
年
記
念
論
文
集
』
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
二
松
学
舎
）
で
、
丈
阿
の
年
齢

に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』

（
一
九
九
八
年
六
月
、
明
治
書
院
）
の
「
観
水
堂
丈
阿
」
の
項
（
高
橋
則
子
執
筆
）

で
は
、「
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
頃
～
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
頃
」
と
さ
れ

る
。
貞
享
三
年
生
ま
れ
と
す
る
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

こ
の
両
面
摺
年
代
記
が
、
宝
暦
十
一
年
の
七
十
六
歳
の
丈
阿
が
執
筆
し
た

も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
丈
阿
の
生
年
は
、
貞
享
三
年
で
問
題
な
い
こ
と
に

な
る
。
貞
享
三
年
生
ま
れ
の
定
説
を
補
強
す
る
一
つ
の
資
料
と
な
る
。

　

丈
阿
の
署
名
の
あ
る
草
双
紙
の
初
作
は
、
宝
暦
十
一
年
刊
『
倭
詞
元
宗
談
』

で
あ
る
が
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊
の
式
亭
三
馬
作
黄
表
紙
『
稗
史
億

説
年
代
記
』
に
は
、「
地
本
や
の
筆
者
丈
阿
と
い
ふ
人
、
赤
本
を
作
り
、
作

者
の
名
を
出
さ
ず
」
と
あ
り
、
宝
暦
十
一
年
以
前
の
も
の
で
署
名
の
な
い
作

品
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
地
本
や
の
筆
者
丈
阿
」
と
い
う

記
述
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
「
筆
者
」
と
は
版
下
を
浄
書
す
る
「
筆
耕
」
の

意
で
あ
る
。
丈
阿
は
、「
作
者
」
と
し
て
の
役
割
よ
り
も
前
に
「
筆
耕
」
と

し
て
の
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
版
元
に
と
っ
て
は
、「
筆
耕
」

を
こ
な
し
て
こ
そ
の
「
作
者
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

佐
藤
悟
「
丈
阿
覚
書
」（『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
二
集
、
一
九

九
〇
年
三
月
）
で
は
、
宝
暦
三
年
の
も
の
を
初
め
と
す
る
、
画
賛
の
発
句
に

「
丈
阿
」
の
印
の
あ
る
役
者
絵
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、「
丈
阿
」
が
画
賛
の
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図版１　丈阿筆両面摺年代記（表）

図版２　丈阿筆両面摺年代記（裏）
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発
句
の
作
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
難
し
く
、
佐
藤
氏
も
、「
丈
阿
は

す
べ
て
の
句
の
作
者
で
は
な
く
、
単
な
る
筆
耕
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
筆

耕
と
し
て
印
を
押
し
た
場
合
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

　

丈
阿
の
両
面
摺
年
代
記
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、「
七
六
翁　

丈
阿
書
之
」

と
の
署
名
が
あ
る
の
で
、
丈
阿
は
筆
耕
の
仕
事
を
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
ろ

う
。
表
面
の
「
大
雑
書
」
や
、
裏
面
の
年
代
記
の
内
容
も
、
先
行
の
文
献
の

記
述
を
リ
ラ
イ
ト
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
丈
阿
が
ど
の
程
度
関
わ
っ
た
も
の

か
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
求
め
ら
れ
た
の
は
、「
作
者
」
丈
阿
の
個
性
で
は

な
く
、「
筆
耕
」
丈
阿
の
技
量
そ
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二　

十
返
舎
一
九
の
筆
耕

　

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊
『
膝
栗
毛
』
初
編
の
大
当
り
に
よ
っ
て
、
流

行
作
者
と
な
っ
た
十
返
舎
一
九
は
、
絵
心
が
あ
り
、
筆
耕
も
こ
な
せ
た
た
め
、

版
元
に
と
っ
て
は
便
利
な
作
者
で
あ
っ
た
。
一
九
ひ
と
り
で
、
版
下
作
成
ま

で
の
作
業
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。
十
返
舎
一
九
は
、
画
工
兼
作
者
の
時
代
の

戯
作
者
と
同
じ
作
業
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
丈
阿
と
同
様
に
、
筆

耕
出
身
の
戯
作
者
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

蔦
屋
重
三
郎
の
食
客
と
な
っ
て
い
た
一
九
は
、
版
元
に
頼
ま
れ
た
仕
事
は

何
で
も
こ
な
し
た
。
曲
亭
馬
琴
著
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
木
村

三
四
吾
編
、
一
九
八
八
年
五
月
、
八
木
書
店
）
に
は
、「
錦
絵
に
用
る
奉
書
紙
に

ド
ウ
サ
な
ど
を
ひ
く
」
と
と
も
に
、「
書
賈
等
に
愛
せ
ら
れ
て
、
暇
あ
る
折
、

他
の
臭
草
紙
の
筆
工
さ
へ
し
て
」
と
記
さ
れ
る
。

　

日
本
古
典
文
学
全
集
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
解
説
（
中
村
幸
彦
校
注
、
一
九

七
五
年
一
二
月
、
小
学
館
）
に
は
、「
江
戸
に
来
て
蔦
屋
に
寄
留
す
れ
ば
、
い

く
ら
で
も
口
の
あ
ろ
う
、
貸
本
屋
の
筆
耕
や
、
版
下
書
き
を
そ
の
頃
か
ら
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
刊
年
不
明
な
が
ら
、
西
村
屋
与
八
刊
で
、『
男
女
一
代

八
卦
即
座
い
ろ

は
う
ら
な
ひ
』
の
一
九
版
下
の
も
の
を
（
無
署
名
な
が
ら
歴
然
と
し
て
い
る
）

見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
あ
る
。
無
署
名
の
『
男
女
一
代

八
卦
即
座
い
ろ
は
う
ら
な
ひ
』
は

未
見
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
十
偏
斉
筆
の
『
三
世
相
』
を
取
り
上
げ
て
み

る
（
図
版
３
）。

　

中
本
一
冊
、
全
十
一
丁
で
題
簽
を
欠
く
。
書
名
は
柱
題
に
よ
る
。
内
容
は

「
三さ
ん

世せ

相さ
う

十し
う

二に

支し

生う
ま
れ

年と
し

善よ
し

悪あ
し

之の

事
」
か
ら
始
ま
り
、「
四し

季き

四し

皇く
は
う

帝て
い

之の

占う
ら
な
い」「
十
二
う
ん
吉よ
し

凶あ
し

の
事
」
で
終
わ
る
。
一
般
的
な
雑
書
の
『
三
世
相
』

と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
末
尾
に
「
十
偏
斉
筆
」
と
小
さ
く
記
さ

れ
、「
地
本
問
屋　

永
寿
堂　

御
江
戸
馬
喰
町
二
丁
目
角　

西
村
屋
与
八
再

版
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
挿
入
さ
れ
る
絵
も
、
一
九
自
身
の
手
に
な

る
も
の
で
あ
る
。
刊
年
は
不
明
な
が
ら
、「
十
偏
斉
」
の
署
名
に
よ
り
、
寛

政
後
期
か
と
推
測
す
る
。

　

こ
の
『
三
世
相
』
も
丈
阿
の
両
面
摺
年
代
記
と
同
様
、
作
者
の
個
性
は
必

要
の
な
い
出
版
物
で
あ
る
。
寛
政
後
期
に
は
、
一
九
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
有
名

な
作
者
で
は
な
か
っ
た
。「
十
偏
斉
筆
」
の
署
名
の
小
さ
さ
か
ら
も
、
戯
作

者
の
盛
名
で
本
を
売
ろ
う
と
す
る
姿
勢
は
見
て
と
れ
な
い
。
一
九
は
た
だ
単

に
、
筆
耕
の
仕
事
を
し
た
だ
け
で
あ
り
、
西
村
屋
与
八
も
、
一
九
の
名
で
本

が
売
れ
る
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ろ
う
。
中
村
氏
が
取
り
上
げ
る
無
署
名

の
『
男
女
一
代

八
卦
即
座
い
ろ
は
う
ら
な
ひ
』
も
、
そ
の
考
え
を
裏
付
け
る
。

　

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
は
両
面
摺
「
本
朝
画
家
系
同
印
譜５
」（
縦
二
六
・

七
糎
・
横
三
七
・
五
糎
）
の
筆
耕
も
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
両
面
摺
は
さ
ま
ざ

ま
な
版
種
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
九
筆
耕
の
も
の
は
未
紹
介
と
思
わ
れ
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る
。

　

表
は
、「
本
朝
画
家
系
同
印
譜
」「
後
藤
家
系
譜
」
が
収
録
さ
れ
、
右
下
の

匡
郭
外
に
小
さ
く
、「
十
偏
斉
一
九
写
」
と
あ
る
。
左
の
匡
郭
外
に
は
、「
寛

政
十
戊
午
年
九
月
吉
日
再
刻　

東
武
地
本
問
屋　

馬
喰
町
弐
丁
目　

永
寿
堂

西
村
屋
与
八
再
版
」
と
あ
る
。

　

裏
は
、「
狩
氏
画
工
道
統
并
印
譜
」「
狩
野
免
許
門
人
系
」
で
あ
る
。

　

両
面
摺
「
本
朝
画
家
系
同
印
譜
」
の
「
十
偏
斉
一
九
写
」
の
署
名
は
見
落

と
し
て
し
ま
い
そ
う
な
ぐ
ら
い
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
一
九
の
名
を

打
ち
出
そ
う
と
し
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

享
和
二
年
三
月
刊
の
『
諸
民
通
用
手
紙
之
文
言
』
は
一
九
案
文
の
手
紙
の
手
本

と
し
て
よ
く
売
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
版
本
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
残
っ
て
い

な
い
。

　

享
和
二
年
の
初
版
本
は
、
見
返
し
に
「
重
田
一
九
大
人
案
書
」「
東
都
書

林　

西
村
永
寿
堂
梓
」
と
あ
り
、
巻
頭
の
「
年
頭
披
露
状
」
か
ら
巻
末
の
刊

記
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
一
九
自
筆
版
下
で
あ
る
（
図
版
４
）。
文
化
二
年
（
一

八
〇
五
）
刊
の
再
版
本
（
図
版
５
）
は
、
見
返
し
か
ら
刊
記
に
至
る
ま
で
、
す

べ
て
新
し
く
彫
り
直
さ
れ
る
。
見
返
し
に
「
十
返
舎
一
九
撰
／
松
羅
堂
書
」

「
西
村
永
寿
堂
梓
」、
巻
末
に
は
「
十
返
斎
一
九
案
／
松
羅
主
人
書
／
西
村
屋

与
八
梓
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
九
の
版
下
か
ら
書
家
の
松
羅
堂
の
版
下
へ
と

変
わ
っ
て
い
る
。
巻
末
に
備
わ
る
西
村
屋
の
広
告
に
は
、「
御
家
流
手
紙
之

文
言
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

享
和
二
年
三
月
は
、『
膝
栗
毛
』
初
編
の
刊
行
直
後
で
あ
る
。
一
九
の
人

気
も
だ
ん
だ
ん
と
高
ま
っ
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、『
諸
民
通
用
手

紙
之
文
言
』
も
大
い
に
売
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
図
版
で
掲
載
し
た
享
和
二

図版３　十偏斉筆『三世相』
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図版４　享和二年刊『手紙之文言』１オ・刊記

図版５　文化二年刊『手紙之文言』１オ・刊記
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年
の
初
版
本
も
、
そ
れ
ほ
ど
摺
り
の
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
版
木
の
摩
滅
が

う
か
が
え
る
。
ほ
ど
な
く
再
版
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
九
の
戯
作
者
と

し
て
の
名
を
前
面
に
出
す
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
一
九
の
筆
跡
を
求
め
る
読
者

が
多
い
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
の
版
下
で
再
版
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
う
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
初
版
で
一
九
の
版
下
を
用
い
た
の

は
、
経
費
節
約
の
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
は
、
作
者
と
し
て
求
め
ら
れ
た
筆
耕
を
こ
な
し
て
、『
諸
民
通
用
手
紙
之
文

言
』
を
執
筆
し
た
。
そ
れ
が
予
想
外
に
売
れ
た
た
め
、
版
元
は
商
品
価
値
を

高
め
る
た
め
、
御
家
流
の
松
羅
堂
に
筆
耕
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
版
元

に
と
っ
て
は
、
作
者
の
自
筆
は
付
加
価
値
を
生
む
特
別
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る６
。

三　

恋
川
春
町
・
山
東
京
伝
の
筆
耕

　

版
下
を
自
ら
手
が
け
る
の
は
十
返
舎
一
九
ば
か
り
で
は
な
い
。

　

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊
の
黄
表
紙
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
は
、
序
文
・

本
文
と
も
、
恋
川
春
町
の
特
徴
あ
る
文
字
（「
の
」
の
字
に
顕
著
で
あ
る
）
で
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
春
町
が
関
わ
っ
た
黄
表
紙
も
、
や
は
り
春
町
自
身

が
筆
耕
を
つ
と
め
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
山
東
京
伝
の
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
刊
の
考
証
随
筆
『
近
世
奇

跡
考
』
は
、
京
伝
自
身
が
筆
耕
を
つ
と
め
て
い
る
。
近
時
、『
近
世
奇
跡
考
』

の
草
稿
本
が
、
パ
リ
の
装
飾
美
術
館
付
属
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
「
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
京
伝
『
近
世

奇
跡
考
』
の
草
稿
本
」（『
江
戸
文
学
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
ぺ

り
か
ん
社
）
に
は
、
草
稿
本
の
図
版
が
五
葉
掲
載
さ
れ
て
い
る７
。
草
稿
本
と

版
本
『
近
世
奇
跡
考
』
を
比
較
す
る
と
、
版
本
の
版
下
も
京
伝
の
手
に
な
る

こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。

　

大
高
洋
司
編
『
優
曇
華
物
語
』
解
題
（
読
本
善
本
叢
刊
、
二
〇
〇
一
年
八
月
、

和
泉
書
院
）
で
、「
版
下
に
も
、『
近
世
奇
跡
考
』
と
同
じ
く
、
京
伝
そ
の
人

の
筆
跡
と
も
良
く
似
た
、
細
身
で
右
上
が
り
の
字
体
で
書
か
れ
た
丁
が
多

く
」
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
文
化
元
年
刊
の
読
本
『
優
曇
華
物
語
』
の
版
下

は
、『
近
世
奇
跡
考
』
の
版
下
と
よ
く
似
た
丁
が
多
い
。
検
討
し
て
み
る
と
、

本
文
は
、
巻
之
一
・
二
と
、
巻
之
三
～
巻
之
五
下
の
筆
耕
は
異
な
っ
て
お
り
、

京
伝
の
版
下
部
分
は
巻
三
～
巻
五
下
の
部
分
と
な
る
。
ま
た
、
巻
之
一
の
口

絵
の
人
名
部
分
・
総
目
録
、
巻
之
五
下
巻
末
の
広
告
か
ら
刊
記
部
分
ま
で
も
、

京
伝
の
版
下
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
優
曇
華
物
語
』
の
版
下
の
違
い
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

版
元
が
急
い
で
本
作
り
を
し
た
現
わ
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、
京

伝
と
い
え
ど
も
作
者
の
仕
事
の
み
な
ら
ず
、
版
下
の
筆
者
（
筆
耕
）
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
巻
頭
の
目
録
に
は
、「
筆
工
は
む
か
し
よ

り
寛
政
享
和
の
比
ま
で
、
そ
の
姓
名
を
署
せ
し
も
の
な
し
。
文
化
に
至
り
て

読
本
甚
し
く
行
は
れ
し
よ
り
、
そ
の
書
の
編
左
に
、
筆
工
と
彫
工
の
名
さ
へ

録
す
る
こ
と
に
な
り
た
り
」
と
あ
る
。
黄
表
紙
は
十
丁
～
十
五
丁
も
の
が
多

く
、
筆
耕
の
手
間
は
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
が
、
読
本
は
百
丁
を
超
え
る
も

の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
筆
耕
に
頼
み
、
筆
耕
名
を
出
す
の
が
通
例
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

京
伝
の
黄
表
紙
で
、
筆
耕
が
す
べ
て
京
伝
自
身
で
あ
っ
た
の
か
は
断
言
で

き
な
い
。
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天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
刊
の
山
東
京
伝
著
の
両
面
摺
『
廓
の
雅
室
』（『
山

東
京
伝
全
集
』
第
五
巻
月
報
、
二
〇
〇
九
年
七
月
、
ぺ
り
か
ん
社
）
は
京
伝
の
筆
耕

に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
丁
数
の
少
な
い
黄
表
紙
の

場
合
、
京
伝
筆
耕
の
作
品
も
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四　

晋
米
斎
玉
粒
の
両
面
摺
年
代
記

　

文
化
・
文
政
期
の
典
型
的
な
筆
耕
出
身
の
戯
作
者８
に
、
晋
米
斎
玉
粒
（
藍

亭
晋
米
）
が
い
る
。『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
棚
橋
正
博
執
筆
）
で
は
、「
も

と
筆
耕
を
業
と
し
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
頃
よ
り
筆
耕
者
と
し
て
合

巻
に
名
を
見
る
。
文
政
期
に
入
る
と
、
歌
舞
伎
俳
優
の
合
巻
代
作
者
も
兼
ね

て
、
そ
の
作
風
は
歌
舞
伎
調
が
色
濃
い
」
と
さ
れ
る
。

　

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
刊
合
巻
『
化
物
念
代
記
』（
西
宮
新
六
版
）
は
、
巻

末
に
「
藍
亭
晋
米
作
」
と
あ
る
。
一
丁
オ
モ
テ
に
は
「
新板
化ば
け

物も
の

念ね
ん

代だ
い

気き

」
と

し
て
、
十
二
支
を
化
物
に
置
き
換
え
た
絵
を
の
せ
る
。
本
文
は
「
夭よ
う

怪く
わ
い」「
二
」

「
怪
く
わ
い

異い

」「
二
」「
三
」「
四
」
な
ど
と
始
ま
り
、
年
代
記
の
年
号
部
分
の
パ
ロ

デ
ィ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
「
男
女
魔ま

性し
や
うあ
い
し
や
う
の
事
」「
魔ま

性
し
や
う

名な

頭が
し
ら

字じ

」「
六ろ
く

妖よ
う

精せ
い

の
事
」「
化ば
け

抜ぬ
け

を
知し

る
事　

う
け
む
け
の
こ
じ
つ
け
」

な
ど
も
、『
大
雑
書
』
的
な
記
事
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。
六
丁
ウ
ラ
か
ら

九
丁
オ
モ
テ
ま
で
の
上
部
に
は
、
見
越
入
道
の
首
が
長
く
伸
び
て
い
る
が
、

そ
の
首
に
は
物
差
し
の
目
盛
り
が
刻
ま
れ
る
。
こ
れ
も
両
面
摺
年
代
記
（
冊

子
の
年
代
記
に
も
あ
る
）
の
上
部
に
よ
く
見
ら
れ
る
曲
尺
の
目
盛
り
を
模
し
た

も
の
。
十
丁
オ
モ
テ
は
、
年
代
記
に
見
え
る
「
親
戚
九
族
図
」
の
こ
じ
つ
け

で
あ
る
「
深し
ん

底そ
こ

急き
う

作さ
く

之の

図づ

」
で
物
語
を
閉
じ
る９
。

　

晋
米
斎
玉
粒
は
筆
耕
を
業
と
し
て
い
た
の
で
、『
大
雑
書
』
類
や
年
代
記

類
の
筆
耕
も
行
っ
て
い
た
。
合
巻
『
化
物
念
代
記
』
は
、
晋
米
斎
玉
粒
に
と

つ
て
は
、
ふ
だ
ん
の
仕
事
で
馴
染
み
深
い
も
の
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
三
月
、
西
宮
新
六
刊
『〔
百
人
一
首
〕』（
仮
題
、

図
版
６
）
の
奥
付
に
は
、「
十
二
支
並
十
二
月
の
和わ

名み
や
う」「
知ち

死し

期こ

時ど
き

く
り
や

う
」「
う
ん
く
わ
う
日
の
事
」「
不ふ

成じ
や
う

就じ
ゆ

日
」「
願
ぐ
わ
ん

成じ
や
う

就じ
ゆ

日
」
と
い
う
、
暦

の
諸
事
項
が
記
さ
れ
、
末
尾
に
「
書
生　

藍
亭
晋
米
斎
校
正
」「
文
政
元
戊

寅
春
三
月
吉
旦
再
鐫
」「
書
舗　

地
本
錦
絵
双
紙　

義
太
夫
正
本
抜
本　

問

屋　

江
戸
橋
通
材
木
町
一
丁
目　

春
松
軒　

西
宮
新
六
蔵
板
」
と
あ
る
。
合

巻
『
化
物
念
代
記
』
と
は
板
元
も
同
じ
で
あ
る
。「
新板
化
物
念
代
気
」
と
「
十

二
支
並
十
二
月
の
和
名
」
の
類
似
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　

文
政
二
年
以
前
の
晋
米
斎
玉
粒
筆
耕
の
年
代
記
は
管
見
に
入
ら
な
い
がＡ
、

晋
米
斎
玉
粒
の
署
名
の
あ
る
文
政
七
年
の
両
面
摺
年
代
記
（
縦
二
六
・
三
糎
・

横
三
五
・
六
糎
）
が
あ
る
（
図
版
７
・
８
）。

　

表
は
、
右
上
に
「
増
補
永
禄
年
代
記
」
と
あ
り
、
上
段
に
「
泰
平
武
将
年

数
文
政
七
申
迄
」、
中
段
に
「
こ
よ
み
中
だ
ん
つ
か
ひ
や
う
」「
一
家
一
門
九

族
服
忌
令
之
図
」「
六ろ
く

曜よ
う

操く
り

や
う
」
な
ど
、
下
段
に
「
男
女
相あ
ひ

性し
や
う

善
悪
の
事
」

「
有う

卦け

無む

卦け

を
知
る
事
」「
大だ
い

不ふ

成じ
や
う

就じ
ゆ

日に
ち

」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

　

裏
は
、
右
端
に
「
人
皇
の
始
め
神
武
帝
よ
り
三
十
七
代
孝
徳
帝
迄
千
三
百

四
年
の
間
年
号
な
し
。
大
化
元
乙
巳
年
よ
り
永
禄
六
年
迄
九
百
十
九
年
な

り
」
と
あ
り
、
永
禄
七
年
よ
り
文
政
六
年
の
「
天
王
寺
太
子
ゑ
か
う
い
ん
に

て
開
帳
」
ま
で
の
年
代
記
の
記
述
で
あ
る
。
左
下
に
は
「
江
戸　

晋
米
斎
玉

粒
校
書
」「
書
林　

江
戸
深
川
佐
賀
町　

伊
藤
与
兵
衛
改
板
」
と
あ
る
。
表

面
の
記
述
と
あ
わ
せ
る
と
、
文
政
六
年
に
執
筆
、
文
政
七
年
の
新
春
に
刊
行
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さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
『
化
物
念
代
記
』
と
の
類
似
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

　

晋
米
斎
玉
粒
は
、
筆
耕
と
作
者
と
の
分
業
体
制
が
本
格
的
に
区
別
さ
れ
た

時
代
に
、
筆
耕
の
分
野
で
も
作
者
の
分
野
で
も
両
面
で
活
躍
し
た
。
晋
米
斎

玉
粒
自
身
も
、
作
者
に
対
す
る
特
別
な
意
識
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
版

元
か
ら
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
つ
こ
つ
と
こ
な
す
、
伝
統
的
な
作
者
と
考
え

て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

作
者
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
役
割
を
求
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
は
江
戸
の
作
者
た
ち
は
、
文
章
を
書
く
だ
け
で
は
な
く
、
筆
耕
も
こ

な
す
の
が
当
然
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
丈
阿
は
草
双
紙
の
作
者
署
名
を

し
た
最
初
期
の
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
版
元
に
と
っ
て
は
、
第
一

に
筆
耕
で
あ
り
、
そ
の
上
で
の
作
者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

黄
表
紙
に
は
、
筆
耕
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
無
署
名
で
あ
っ

て
も
、
版
元
ご
と
に
専
属
の
筆
耕
が
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
十

返
舎
一
九
・
恋
川
春
町
・
山
東
京
伝
の
例
を
考
え
る
と
、
作
者
が
筆
耕
を
兼

ね
て
い
た
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
るＢ
。
ま
た
そ
れ
が
作

者
の
役
割
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
合
巻
時
代
の
晋
米
斎
玉
粒
は
、

筆
耕
出
身
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
作
者
像

で
あ
っ
た
の
だ
。

　

草
双
紙
の
作
者
は
、
下
絵
も
す
べ
て
自
分
で
描
く
。
画
工
が
作
者
を
兼
業

し
て
い
た
時
代
か
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
画
工
を
も
兼
ね
た
恋
川
春

町
は
、『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
を
始
め
と
す
る
一
連
の
黄
表
紙
で
、
お
お
む

図版６　文政元年刊『〔百人一首〕』
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図版７　晋米斎玉粒筆両面摺年代記（表）

図版８　晋米斎玉粒筆両面摺年代記（裏）
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ね
自
身
が
筆
耕
を
つ
と
め
て
い
た
。
自
画
作
の
黄
表
紙
が
多
く
、
自
ら
筆
耕

も
つ
と
め
た
十
返
舎
一
九
は
、
ま
さ
に
赤
本
以
来
の
、
草
双
紙
の
伝
統
的
な

戯
作
者
像
を
体
現
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

草
双
紙
は
、
絵
・
文
章
、
そ
の
上
に
文
字
（
筆
耕
）
を
も
含
め
た
総
合
的

な
文
藝
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
うＣ
。
そ
の
点
で
は
、
絵
と
文
章
と
筆
耕
を
も

こ
な
す
こ
と
が
、
本
来
の
戯
作
者
の
役
割
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
１
）　

合
巻
の
筆
耕
に
つ
い
て
は
、
金
井
圭
太
郎
「
草
双
紙
の
筆
耕
」（『
江
戸
文
学
』

第
三
十
五
号
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
ぺ
り
か
ん
社
）
に
詳
し
い
。

（
２
）　

他
に
両
面
摺
年
代
記
に
触
れ
て
い
る
文
献
と
し
て
、
長
友
千
代
治
「
重
宝
記

年
表
稿
」
の
「
江
戸
期
一
枚
物
の
部
」（『
重
宝
記
の
調
方
記　

生
活
史
百
科
事

典
発
掘
』
二
〇
〇
五
年
九
月
、
臨
川
書
店
）、
佐
藤
悟
「
両
面
摺
年
代
記
小
考
」

（
髙
木
元
編
『
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書　

第
一
三
三
集　

近
世
出
版
文
化

史
に
お
け
る
〈
雑
書
〉
の
研
究
』
二
〇
〇
六
年
三
月
、
千
葉
大
学
大
学
院
社
会

文
化
科
学
研
究
科
）、
加
藤
良
輔
「
山
東
京
伝
の
見
た
出
版
の
世
界
─
─
『
御

存
商
売
物
』
の
年
代
記
・
塵
劫
記
・
道
化
百
人
一
首
─
─
」（
太
田
昌
子
編
『
江

戸
の
出
版
文
化
か
ら
始
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
革
命　

絵
本
・
絵
手
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
報
告
書
』
二
〇
〇
七
年
三
月
、
金
沢
芸
術
学
研
究
会
）
が
あ
る
。

（
３
）　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
～
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
執
筆
の
随
筆
。
引
用

は
、『
海
録
』（
一
九
一
五
年
一
一
月
、
国
書
刊
行
会
）
に
よ
る
。

（
４
）　

井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧
』（
一
九
九
八
年
二
月
、
青
裳
堂
書
店
）

で
は
、
こ
の
時
期
、
京
と
名
古
屋
に
藤
屋
伝
兵
衛
が
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
不
明
。

あ
る
い
は
江
戸
に
も
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
丈
阿
署
名
の
も
の
で
、
明
和
七
年
刊

の
両
面
摺
年
代
記
（
丸
屋
甚
八
板
）
が
、
佐
藤
悟
「
両
面
摺
年
代
記
小
考
」（
注

２
参
照
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
と
架
蔵
本
を
確
認
。

（
６
）　

十
返
舎
一
九
著
の
往
来
物
は
数
多
い
が
、
一
九
自
筆
の
も
の
は
限
ら
れ
て
い

る
。
小
池
正
胤
「
戯
作
者
の
側
面
─
─
十
返
舎
一
九
の
往
来
・
案
文
の
も
つ
意

義
─
─
」（『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
第
四
十
六
号
、
一
九
六
六
年
五
月
）
参
照
。

（
７
）　
『
近
世
奇
跡
考
』
の
草
稿
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
悟
「
パ
リ
装
飾
美

術
館
図
書
館
所
蔵
『
近
世
奇
跡
考
』
草
稿
本
メ
モ
」（『
日
本
・
中
国
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
学
に
お
け
る
絵
入
本
の
基
礎
的
研
究
及
び
画
像
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
の
構

築
』
二
〇
〇
六
年
三
月
、
実
践
女
子
大
学
文
学
部
）
も
参
照
。

（
８
）　

こ
の
時
期
の
筆
耕
出
身
の
作
者
と
し
て
、
晋
米
斎
玉
粒
の
ほ
か
に
、
橋
本
徳

瓶
・
岡
山
鳥
・
曲
山
人
な
ど
が
い
る
。
岡
山
鳥
に
つ
い
て
は
、
髙
木
元
「
岡
山

鳥
著
編
述
書
目
年
表
稿
─
─
化
政
期
出
板
界
に
お
け
る
〈
雑
家
〉
─
─
」（『
江

戸
読
本
の
研
究　

十
九
世
紀
小
説
様
式
攷
』
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
ぺ
り
か
ん

社
）、
曲
山
人
に
つ
い
て
は
、
水
野
稔
「
曲
山
人
考
」（『
江
戸
小
説
論
叢
』
一

九
七
四
年
一
一
月
、
中
央
公
論
社
）
が
詳
し
い
。

（
９
）　
「
新板
化
物
念
代
気
」
と
「
深
底
急
作
之
図
」
は
、
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
『
妖

怪
草
紙　

く
ず
し
字
入
門
』（
二
〇
〇
一
年
七
月
、
柏
書
房
）
の
基
礎
編
１
で

図
版
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

長
友
千
代
治
「「
年
代
重
宝
記
」
一
枚
摺
に
つ
い
て
」
に
、
文
政
六
年
ま
で

の
年
代
記
の
摺
刷
を
も
つ
、「
藍
亭
晋
米
斎
書
」
の
「
増
補
改
正
年
号
重
宝
記
」（「
永
世
万
代

改
暦
大
雑
書
」、
西
村
源
六
・
近
江
屋
新
八
・
鶴
屋
金
助
・
丸
屋
文
右
衛
門
板
）

が
の
る
。

（
11
）　

金
井
圭
太
郎
「
化
政
期
合
巻
の
筆
耕
た
ち
」（『
共
立
女
子
中
学
校
研
究
報
告
』

第
二
十
八
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
は
、
作
者
の
ほ
か
に
、
化
政
期
の
例
よ
り
、

絵
師
や
板
元
が
筆
耕
を
兼
ね
て
い
た
か
と
推
測
す
る
。
同
氏
「「
化
政
期
合
巻

の
筆
耕
た
ち　

補
遺
・
訂
正
並
び
に
作
品
名
一
覧
」（『
共
立
女
子
中
学
校
研
究

報
告
』
第
二
十
九
号
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
は
化
政
期
合
巻
の
筆
耕
に
つ
い
て

の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
。

（
12
）　

草
双
紙
の
み
に
限
ら
ず
、
江
戸
の
版
本
は
す
べ
て
文
字
が
存
在
す
る
。
活
字

本
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
情
報
で
あ
る
が
、
江
戸
の
人
々
は
文
字
を
も
含
め
て

味
読
し
て
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。


